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スポーツを基軸とした世界平和、体育・スポーツの振興に
新たな決意を示した創立125周年記念式典
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  続けているからこそ、叶う夢、見えてくることがある。
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 寺田  洋介氏  SC相模原／SC相模原ジュニアユースU-14監督　

	 親友が背中を押してくれて、日体大へ。そして、女性警察官に。
	 スポーツの喜び、辛さを知っているからこそ、地域の方々の気持ちがわかる。

 小椋 佳代子氏		鳥取県警察	米子警察署	生活安全課

11 保健医療学部からのメッセージ
	 〜ますます期待が高まる救急救命士を育成〜

　『海外研修で、災害現場で活躍する
  救急医療学科の活動を教えて!』
	 保健医療学部　救急医療学科　小川理郎教授

13 NASSの挑戦

 自己管理能力の高い選手を育てる
 心理サポート
15 新たな知・技・心との出会い
 平成28年度 新採用教員紹介

19 news＆topics
		 ◉平成27年度卒業記念と体操競技アベック優勝を祝し植樹式を挙行いたしました

	 ◉平成28年度入学式を挙行いたしました

	 ◉柔道		阿部一二三が全日本選抜柔道体重別選手権優勝

	 ◉モンゴル文化教育大学との交流協定を締結しました

	 ◉本学の「地方自治体への体育・スポーツ振興支援」が日本ギフト大賞2016地域ハーモニー賞受賞

	 ◉JICA短期ボランティア合同帰国報告会を開催しました

	 ◉野球部	首都大学野球春季リーグ戦		優勝

	 ◉スキー部	青野令が理事長、学長報告を行いました

	 ◉JICAボランティア平成28年度第一次隊派遣前訓練修了式に松浪健四郎理事長ほか

	 　本学関係者が出席致しました

	 ◉125周年記念国際フォーラムを開催しました

オール日体大の力を
ひとつに
▷創立125周年記念式典には、卒業生・関係者をはじ

め多くの方々にお集まりいただいた。本学の伝統と精神

を再認識し、絆を深める催しとなったと考える。そして

忘れてはならないのは、いま本学で学ぶ在学生一人ひと

りも、この節目を共に迎えたオール日体大の一員である

ことである。言うまでもなく、今回の催しは単に歴史を

懐古するだけのものではない。

▷いま、国際社会や経済の情勢は目まぐるしく変わり、

国内は少子高齢化社会にまっしぐらに進む。本学も未来

を担う学生も、こうした課題に対して一層の貢献が求め

られる。

▷このたび、第1回「功労スポーツマスター」が表彰さ

れた。活躍する諸先輩は、いわば人生のお手本である。

優れた実績から学び、社会や自分の将来の問題に当事

者意識を持って取り組んでいくことが、オール日体大の

一人ひとりの使命である。
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　寝食をともにした密な人間関係の中で、日
体生は学生寮を舞台に様々な思い出を育んで
きた。
　本学の学生寮の歴史は、日本体育会体操学
校時代に始まる。明治37（1904）年に日本体
育会体操学校が東京府荏原郡大井村（現在の
品川区）に移転。いまは想像できないが、当
時は通学の難しい郊外であり、宿泊施設を用
意しなければならなかった。これによって体操
学校の学生寮（収容人員100名程度の木造二
階建の寄宿寮）が同校キャンパス内に建設され
た。この寮は当初は宿泊施設として運営され
ていたが、明治39（1906）年からは寮生活を
教育の場とみなすようになり、新入生の入寮
が義務付けられる。
　その活動は、文芸・運動・音楽の三部の活
動と、入寮式に始まり潮干狩等の親睦行事、
秋の寮友会大会、卒業生の送別会等の寮全
体の活動があり、非常に活発であったという。
体育研究会（後の学友会）と並んで体操学校に
おける課外教育の中心に位置するようになって
いった。
　現在の形となったのは、昭和12（1937）年
に日本体育会体操学校が世田谷・深沢への
移転に着手、同年に木造二階建の寄宿寮を深
沢に落成させたことがその原点と言えるだろう。
さらに、横浜・健志台では昭和52（1977）年
に学生寮、翌昭和53（1978）年には合宿寮が
完成。ちなみにこの合宿寮は運動部の管理・
運営による「合宿所」とは異なる。学生寮は
長い間、日本体育会の管轄下に置かれてきた
が、教育寮としての性格を強めることを狙いに、
昭和56（1981）年から大学が管轄するように
なった。現在は、教育寮としての深沢寮・和
泉寮、合宿寮としての健志台合宿寮・桜寮（女
子）を擁する。
　大正15（1926）年、平井  一氏により学生寮
で「エッサッサ」が考案されたことは有名なエ
ピソードだが、その話は別の機会に譲りたい。

学 生 寮

Nittai   
   SNSN

tory

昭和初期、水神下寮生の様子（日本体育会体操学校） 昭和39年（1955年）に設立された第1学生寮。
現在は深沢寮に名称変更。
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当
日
は
、
梅
雨
の
季
節
に
も
関
わ
ら
ず
、
好
天

に
恵
ま
れ
、
会
場
と
な
っ
た
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
多

数
の
卒
業
生
、
関
係
者
が
集
ま
り
、
式
典
が
始
ま

る
前
か
ら
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　

今
村
裕
常
務
理
事
の
開
会
の
辞
の
あ
と
、
日
本

体
育
大
学
柏
高
校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
よ
る
国

歌
斉
唱
と
と
も
に
式
典
は
厳
か
に
始
ま
っ
た
。

　

ま
ず
、
松
浪
健
四
郎
理
事
長
が
盛
大
な
式
典
が

挙
行
さ
れ
る
こ
と
は
、
光
栄
で
あ
る
と
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　

式
辞
の
な
か
で
「
８
万
人
を
超
す
先
輩
た
ち
が
、

国
民
の
体
力
向
上
、
健
康
維
持
・
増
進
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
た
め
に
貢
献
し
た
こ
と
は
誇
り
で
あ
る
。

ま
た
、
本
学
は
ス
ポ
ー
ツ
を
基
軸
に
国
際
平
和
に

寄
与
す
る
こ
と
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
平
和
を
求

め
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
、
体
育
を
振

興
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
立
国
を
つ
く
る
た
め
の
礎
に

な
る
」
と
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。

　

続
い
て
、
本
学
名
誉
博
士
で
も
あ
る
来
賓
の
森

喜
朗
氏
か
ら
は
、松
浪
理
事
長
の
言
葉
を
受
け
て
、

「
国
際
平
和
を
求
め
る
た
め
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

盛
ん
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
同
時
に
教
育

も
し
っ
か
り
や
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
日
本

体
育
大
学
に
は
ス
ポ
ー
ツ
教
育
界
の
な
か
で
、
栄

え
あ
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
日
体

大
へ
の
期
待
を
寄
せ
ら
れ
た
。

　

本
学
が
1
2
5
周
年
を
迎
え
た
2
0
1
6
年

は
、
リ
オ
五
輪
が
開
催
さ
れ
、
2
0
2
0
年
に
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
本
学
の
役
割
と
使
命
は

益
々
大
き
く
な
っ
て
来
る
。
来
賓
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
臣
の
遠
藤
利
明
氏
か

ら
は
「
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
が
日
本
体
育

大
学
に
加
わ
る
で
あ
ろ
う
と
、
そ
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
立
国
の
先
頭
に
立
っ
て
邁
進
し
て
ほ
し
い
」
と

話
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
馳
浩
文
部
科
学
大
臣
の
代
理
と
し
て
参

加
さ
れ
た
文
部
科
学
審
議
官
前
川
喜
平
氏
か
ら

馳
大
臣
の
祝
辞
が
代
読
さ
れ
た
。

　

式
典
の
最
後
に
、
1
2
5
周
年
を
記
念
し
て
設

日体大の誇り、 使命をあらた  めて心に刻み、新しい時代へ
～日本体育大学　創立125周年記念式典・祝賀会が挙行される～

本学の源流である日本体育会が、1891（明治24）年に設立され、今年で125周年を迎える。
これを祝して、東京・世田谷キャンパスにおいて、6月18日に創立125周年記念式典・祝賀会が挙行された。

オール日体大で、伝統と果たすべき使命の重みをあらためて心に刻む契機となった
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立
さ
れ
た
「
功
労
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
」
の
方
々

の
表
彰
が
行
な
わ
れ
た
。

　

第
１
回
目
の
受
賞
者
は
加
藤
廣
志
氏（
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）、
渡
辺
公
二
氏（
陸
上
競
技
）、

春
藤
英
徳
氏（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）、
山
口
良
治
氏（
ラ

グ
ビ
ー
）、
山
口
彦
則
氏（
体
操
競
技
）、
高
嶋
仁

（
硬
式
野
球
）
氏
の
6
名
で
あ
る
。
受
賞
者
に
は

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

式
典
修
了
後
は
、
場
所
を
移
し
て
、
祝
賀
会
が

行
わ
れ
た
。
厳
か
な
式
典
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
て
、

祝
賀
会
は
終
始
に
ぎ
や
か
に
、
そ
し
て
盛
大
で
あ
っ

た
。

　

祝
賀
会
は
「
日
本
体
育
大
学
は
、
日
本
で
最
初

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
交
渉
を
持
っ
た
大
学
・
組
織

で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
2
0
2
0
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
私
た
ち
の
大
学

で
支
え
る
」
と
い
う
決
意
を
表
目
す
る
谷
釜
了
正

学
長
の
挨
拶
に
続
き
、
獅
子
の
会
会
長
の
乾
杯
の

発
声
で
始
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
森
末
慎
二
氏
と
田
中
理
恵
助
教
の

司
会
に
よ
り
各
部
の
実
演
発
表
会
が
大
田
楽
に
は

じ
ま
り
、
次
々
に
ス
テ
ー
ジ
上
で
行
わ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。
実
演
発
表
会
の
間
に
、
日
体
体

操
の
紹
介
と
、
実
演
が
あ
り
、「
グ
ラ
ス
を
置
い
て

皆
さ
ん
、
一
緒
に
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
呼

び
か
け
に
応
じ
て
、
参
加
者
た
ち
は
、
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
一
時
自
分
の
体
と
の
対

話
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

祝
賀
会
後
半
に
は
全
員
で
校
歌
斉
唱
と
エ
ー
ル

が
あ
り
、
最
後
に
具
志
堅
幸
司
副
学
長
か
ら
、
改

め
て
卒
業
生
や
関
係
者
の
方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち

と
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
へ
の
決
意
の
挨
拶
で
閉
会

と
な
っ
た
。

　

懐
か
し
い
顔
に
巡
り
合
え
た
卒
業
生
た
ち
や
、

先
輩
や
恩
師
へ
の
感
謝
の
言
葉
や
挨
拶
を
交
わ
す

人
々
が
名
残
惜
し
く
会
場
に
留
ま
り
、
1
2
5
周

年
と
い
う
伝
統
の
重
さ
を
皆
が
心
に
刻
ん
で
い
た
。

　

日
本
体
育
大
学
は
新
た
な
歴
史
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。

日体大の誇り、 使命をあらた  めて心に刻み、新しい時代へ
創立125周年記念式典Special Contents

125周年記念事業「川柳」「作文」募集 入賞者発表
川柳・作文の募集は、記念事業の一環として、多くの人々に体育・スポーツへの興味と関心を持っていただき、これからの体育・
スポーツの発展を担う子供たちに「夢」を託し、日本体育大学をより一層身近に感じていただくことを目的に実施したものです。

川柳は2,629作品、作文は230作品の応募をいただき、次の方々の入賞が決まりました。たくさんのご応募ありがとうございました。

■川柳
　 氏　　　名 所　在　地 年齢 作　　　品

最 優 秀 賞 　薄川　翔太 石川県志賀町（富来中学校） 14 　スポーツは　世界をつなぐ　共通語

優 秀 賞
　松田　清孝 静岡県浜松市 63 　獅子躍り　リオに輝く　サクラ花
　松村　倫弘 大阪府豊中市 49 　心技体　磨き競いて　夢拓く
　角森　みゆき 島根県安来市 22 　体育が　からだを作り　ひと作る

佳 作

　水野　直樹 神奈川県横須賀市 55 　スポーツは　生きる力の　養成所
　高橋　和希 東京都世田谷区（日本体育大学） 19 　天高く　獅子の咆哮　エッサッサ
　井上　渚 東京都大田区（日本体育大学荏原高等学校） 15 　日体大　つなぐ伝統　エッサッサ
　井川　凪　 静岡県浜松市（浜松日体中学校） 14 　練習の　学ぶ姿勢の　大切さ
　中津川　幸哉 静岡県浜松市（浜松日体中学校） 14 　大スター  薬一つで　闇の中
　齋藤　紗菜 愛知県江南市（古地野中学校） 14 　スポーツは　老後を支える　命綱
　祝　優太 愛知県江南市（布袋小学校） 11 　スポーツは　世界の人と　ふれ合える
　奥田　晴貴 愛知県江南市（布袋小学校） 11 　靴底が　すりへる今年は　一等賞
　高橋　紗玖良 愛知県江南市（布袋北小学校） 10 　仲間との　アイコンタクトの　成せるわざ
　杉本　苺優 愛知県江南市（藤里小学校） 9 　アンドゥトロワ　え顔だけは　プリマ級

■作文
　 　 学　校　名 所　在 学年 氏　　名 作　品　名

   小学生の部

最 優 秀 賞 愛甲小学校 神奈川県厚木市 4 中尾　姫和 はじめて感じた気持ち
優 秀 賞 弥冨小学校 愛知県弥富市 4 三ッ橋　美空 やったあ、すべれた上級コース

佳 作
厚木小学校 神奈川県厚木市 5 佐々木　蒼 スポーツの素晴らしさ
厚木小学校 神奈川県厚木市 2 佐々木　心 やきゅう
春日新田小学校 新潟県上越市 4 西戸　航希 ゆめは、プロ野球せん手

   中学生の部

最 優 秀 賞 浜松日体中学校 静岡県浜松市 3 田邊　晴也 悔しさを乗り越えた先

優 秀 賞
浜松日体中学校 静岡県浜松市 2 鈴木　創太 自分を作っているもの
古地野中学校 愛知県江南市 3 冨田　幸央 「スポーツ」のすばらしさ
古地野中学校 愛知県江南市 3 下村　奈佑 スポーツとのつながり

佳 作

比治山女子中学校 広島県江田島市 3 半田　奈穂 スポーツが与えてくれるもの
浜松日体中学校 静岡県浜松市 3 杉村　拓磨 本気
古地野中学校 愛知県江南市 3 木下　睦貴 スポーツをすることのメリット
古地野中学校 愛知県江南市 3 三輪　大祐 僕の心が引きつけられたもの
八竜中学校 秋田県三種町 2 伊藤　邑奈 努力

   高校生の部

最 優 秀 賞 独協埼玉高等学校 埼玉県越谷市 2 富谷　野乃 絆創膏

優 秀 賞
日体桜華高等学校 東京都東村山市 3 関口　瑠唯 スポーツの素晴らしさ
浜松日体高等学校 静岡県浜松市 3 柳原　実和 「応援」というスポーツ
浜松日体高等学校 静岡県浜松市 3 大橋　風香 スポーツって凄い

佳 作

国立新居浜高等専門学校 愛媛県新居浜市 3 日野　鈴香 １コースのボレー
日本体育大学柏高等学校 千葉県柏市 3 成沢　自由 理由
呉市立呉高等学校 広島県呉市 3 平野　美唯菜 忘れられない一試合
呉市立呉高等学校 広島県呉市 3 山本　翔平 野球が教えてくれたこと
呉市立呉高等学校 広島県呉市 3 吉住　菜々子 自分自身との戦い

～日本体育大学　創立125周年記念式典・祝賀会が挙行される～
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～第1回　日本体育大学「功労スポーツマスター」表彰～
本学は125周年を期に「功労スポーツマスター」を新設。第1回の表彰が、創立125周年記念式典の中で行われました。

日体大の伝統を基盤に、体育・スポーツの振興、人づくりに多大な功績を残された方々のメッセージをご紹介します。

高校スポーツの名指導者が集う！

　

日
本
体
育
大
学
は
1
2
5
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

８
万
人
も
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
本
学
の

建
学
の
精
神
の
ひ
と
つ
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
を
養
成
す

る
と
あ
り
ま
す
。
1
2
5
周
年
を
機
に
、
そ
の
精
神
を
今

一
度
見
直
し
、
立
ち
返
っ
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
本
学

で
学
ん
だ
学
生
は
み
な
素
晴
ら
し
い
方
々
ば
か
り
で
、
立

派
な
指
導
者
に
な
っ
て
い
る
方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
こ
で
卒
業
生
の
中
か
ら
、
建
学
の
精
神
を
し
っ
か
り

胸
に
刻
み
、
特
に
顕
著
な
功
績
を
上
げ
た
方
々
に
「
功
労

ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
」
の
称
号
を
贈
り
顕
彰
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
顕
彰
す
る
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
世
界
で
輝
か
し
い
実
績
を
修
め
、
そ

の
功
績
は
誰
も
が
認
め
る
も
の
で
す
。
こ

の
方
々
は
、
専
門
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
た

め
に
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
犠
牲
に
し
て
、

情
熱
を
か
け
て
こ
ら
れ
た
は
ず
で
す
。
そ

の
行
動
は
と
て
も
尊
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
本
学
で
学
ぶ
後
輩
で
あ
る

学
生
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
広
く
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
も
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
方
々
を
顕
彰
し
、
そ

の
名
を
刻
み
永
久
に
讃
え
る
も
の
で
す
。

　

式
典
に
は
6
名
の
方
が
一
人
も
欠
席
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

集
ま
ら
れ
た
こ
と
も
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

彼
ら
は
皆
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
則
り
、
奢
る
こ
と
な

く
高
潔
性
も
持
た
れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

み
な
口
を
そ
ろ
え
て
「
私
よ
り
立
派
な
方
々
が
い
ま
す
」

と
お
話
に
な
り
ま
す
。
こ
の
方
々
に
も
目
標
と
す
る
先
輩
が

い
て
、
そ
の
先
輩
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
の
功

績
が
あ
る
の
で
す
。

　

今
こ
う
し
て
日
本
体
育
大
学
が
あ
る
の
は
、
素
晴
ら
し

い
先
輩
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か
ら
で
、
そ
の
方
々
の
功
績

の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
偉

大
な
る
先
輩
の
存
在
や
功
績
は
、
本
学
の
大
き
な
財
産
で

も
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
今
後
も
素
晴
ら
し
い
先
輩
方
を
、

入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
の
式
典
の
際
に
「
功
労
ス
ポ
ー
ツ
マ

ス
タ
ー
」
と
し
て
顕
彰
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
卒
業
式
で
は
「
功
労
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
」
の
お

一
人
で
あ
る
智
辯
学
園
和
歌
山
高
校
野
球
部
監
督
の
高
嶋

仁
先
生
に
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て
も
心

を
打
つ
お
話
で
あ
り
、
感
動
と
同
時
に
勇
気
も
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
今
後
、
講
演
会
な
ど
、
直
接
お
話
を
い
た
だ

く
機
会
も
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
貢
献
、
社

会
貢
献
も
視
野
に
入
れ
、
学
内
だ
け
で
な
く
開
か
れ
た
会

に
で
き
れ
ば
と
も
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
体
育
大
学
に
は
大
き
な
使
命
が
あ
り

ま
す
。
ひ
と
つ
は
ス
ポ
ー
ツ
を
基
軸
に
国
際
平
和
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
本
年
は
リ
オ
で
、
そ
し
て
2
0
2
0
年

に
は
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
国
際
大
会
は
平
和
で
な
け
れ
ば
行
わ
れ

ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
に
は
国
境
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
さ
に

世
界
共
通
の
言
葉
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
こ
そ
平

和
の
象
徴
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
本
学
は
体
育
大
学
で
あ
り
、
競
技
力
の

向
上
を
目
指
し
、選
手
を
強
化
す
る
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

す
べ
て
の
人
が
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
仮
に
試
合
に
出
ら
れ
な
く

て
も
指
導
者
と
し
て
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
常

に
生
徒
や
選
手
の
こ
と
を
考
え
続
け
る
心
、
哲
学
や
信
念

を
持
っ
た
指
導
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
望
み
ま
す
。
そ

の
意
味
で
、
今
回
「
功
労
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
」
の
顕
彰
は

大
き
な
動
機
付
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。
言
う
な
れ
ば
、
全
員

が
こ
の
賞
の
受
賞
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
平
和
を
、
そ
し
て
我
が
国
と
全
人
類
に
貢

献
す
る
優
秀
な
指
導
者
の
育
成
と
、
こ
の
使
命
を
果
た
す

た
め
に
、「
功
労
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
」
の
方
々
が
と
て
も

素
晴
ら
し
い
お
手
本
と
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
日
本

体
育
大
学
は
、
常
に
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
っ
て
先
頭
を
走
り
続

け
ま
す
。
大
学
と
し
て
日
本
で
初
め
て
ス
ポ
ー
ツ
の
功
労
者

を
顕
彰
す
る
賞
を
つ
く
っ
た
の
も
そ
の
プ
ラ
イ
ド
の
現
れ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
「
功
労
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
」
を
は
じ
め

と
し
た
先
輩
方
を
誇
り
に
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
体
に

ま
つ
わ
る
文
化
と
科
学
の
総
合
大
学
と
し
て
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。

学校法人　日本体育大学

松浪  健四郎　理事長

各
氏
の
生
き
様
、

哲
学
に
触
れ
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
る

指
導
者
を
目
指
し
て
ほ
し
い
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Special Contents 創立125周年記念式典

第1回 日本体育大学「功労スポーツマスター」として表彰された方々
　

何
万
人
も
の
卒
業
生
が
い
る
な
か
で
、
私
が
賞
を
い
た
だ
く
の

は
と
て
も
光
栄
な
こ
と
で
す
。
日
体
大
は
体
育
専
門
教
育
大
学
な

の
で
技
術
面
の
指
導
や
競
技
力
な
ど
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
が
、

私
は
そ
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
協
調
性
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
責
任
感

を
持
つ
こ
と
な
ど
、
人
間
性
の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、

実
技
の
面
で
は
厳
し
さ
も
学
び
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
体
力
は
も
ち

ろ
ん
、
忍
耐
力
も
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な

そ
う
し
た
教
育
を
受
け
て
来
た
の
で
、
全
国
に
日
体
大
を
卒
業
し
た

立
派
な
指
導
者
が
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
体
大
に
は
こ
の
伝
統
を

こ
れ
か
ら
も
守
り
、
他
大
学
に
負
け
な
い
立
派
な
指
導
者
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。

　

賞
を
い
た
だ
く
こ
と
は
光
栄
に
思
い
ま
す
し
、
賞
を
い
た
だ
い
た
私

よ
り
先
輩
方
の
実
績
の
方
が
素
晴
ら
し
い
方
々
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
日
体
大
在
学
時
代
、
そ
し
て
卒
業
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
数

多
く
の
こ
と
を
経
験
し
学
び
ま
し
た
。指
導
者
と
な
っ
て
か
ら
は
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
誇
り
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
て
い
け
る
こ
と
は
と
て
も
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
教
師
と

し
て
は
教
え
る
立
場
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
教
わ
る
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
日
体
大
の
学
生
は
教
師
や
指
導
者
に
な
る
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
感
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ

を
教
え
、
立
派
な
教
育
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
し
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

指
導
者
を
育
て
て
ほ
し
い
で
す
。 

　

母
校
か
ら
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、
嬉
し
い
と
同
時
に
と
て

も
驚
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
こ
れ
も
日
本
体
育
大
学
の
卒
業
生
の
方
々

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
日
体
大
の
よ
さ
は
数
多
く
あ
る
の

で
す
が
、
卒
業
す
る
と
そ
れ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
と
に
か
く
O
B
、

同
級
生
な
ど
、
横
の
つ
な
が
り
が
強
い
こ
と
で
す
。
何
か
あ
れ
ば
助
け

て
く
れ
る
し
、
彼
ら
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
物
事
を
進
め
て
い
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。
こ
う
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
が
後
輩
た
ち
の
道
し
る
べ
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
道
を
進
む
に
し
て
も
、
ト
ッ
プ
を
目
指

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ど
う
せ
や
る
な
ら
目
標
は
ナ
ン
バ
ー
１
で
す
。

そ
の
気
持
ち
は
ど
ん
な
に
時
代
や
環
境
が
変
わ
っ
て
も
持
ち
続
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

母
校
か
ら
こ
の
よ
う
な
立
派
な
賞
を
い
た
だ
い
て
本
当
に
身
に
余
る

幸
せ
で
す
。
私
が
学
生
の
頃
は
寮
で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

ま
さ
に
裸
の
付
き
合
い
を
し
、
人
間
関
係
の
大
切
さ
や
、
学
ぶ
こ
と
、

教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
な
ど
、
人
と
し
て
大
事
な
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
強
豪
校
で
指
導
し
て
き
た
先
輩

の
高
校
の
合
宿
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
私
の
高
校
は
そ
の
後
、
実
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

普
通
な
ら
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
他
校
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
る
こ
と
な
ど

あ
り
得
な
い
の
に
、
そ
の
先
輩
は
快
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
を
こ
の
た
び
改
め
て
思
い
出
し
、
日
体
大
は
素
晴
ら
し
い
先
輩

が
い
る
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
立
派
な
賞
を
、
皆
さ
ん
の
前
で
表
彰
し
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
感
激
し
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
は
4
年
間
寮
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
沖
縄
、
さ
ら
に
は
留
学
生
を
含
め
る
と
海
外
に
ま
で
友

達
が
で
き
た
こ
と
は
財
産
で
あ
り
、
日
体
大
に
来
て
よ
か
っ
た
と
心
の

底
か
ら
思
い
ま
す
。
教
師
に
な
っ
て
か
ら
も
全
国
に
遠
征
に
行
く
と
先

輩
か
ら
差
し
入
れ
を
い
た
だ
い
た
り
、
便
宜
を
図
っ
て
く
れ
た
り
と
日

体
大
の
先
輩
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
日

体
大
生
に
は
一
生
懸
命
努
力
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
実
技
だ
け
で

な
く
、
多
い
に
勉
強
も
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
日
体
大
は
ど
ん
ど
ん
改

革
が
進
ん
で
い
ま
す
。
学
部
も
増
え
ま
す
し
、
そ
の
役
割
が
大
き
く
な

る
は
ず
で
す
。
日
体
大
の
益
々
の
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
し
、
必
ず

発
展
し
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

賞
を
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
の
は
日
体
大
の
同
窓
生
の
素

晴
ら
し
さ
で
す
。
当
時
を
思
い
出
す
と
、
先
輩
に
助
言
を
い
た
だ
き
、

同
僚
に
は
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
深
沢
の
街
を
仲
間
た
ち
と
ト
レ

パ
ン
・
ト
レ
シ
ャ
ツ
で
歩
い
て
い
た
頃
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

日
体
大
は
す
ぐ
に
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ
る
の
が
い
い
で
す
ね
。
団
結

力
が
あ
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
指
導
者
の
方
々

が
い
る
こ
と
も
大
き
な
誇
り
で
す
。
日
体
大
生
は
多
く
が
教
師
や
指
導

者
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
先
輩
を
お
手
本
に
、
立
派
な
人
を

育
て
る
と
い
う
大
き
な
使
命
感
を
持
っ
て
臨
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
人
を
磨
く
、
向
上
さ
せ
る
。
日
体
大
は
そ
れ
が
実
現
さ

せ
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
大
学
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

渡辺  公二氏
陸上競技・駅伝

山口  良治氏
ラグビー

高嶋  仁氏
硬式野球

加藤  廣志氏
バスケットボール

春藤  英徳氏
バレーボール

山口 彦則氏
体操競技

1937年福岡県生まれ。昭和35
（1960）年体育学科卒業。1970

年西脇工業高校陸上部監督に就
任。同校の陸上部において高校
駅伝8度の優勝を達成した。2013
年日体大陸上部コーチに就任、
翌14年、箱根駅伝で30年ぶりの
総合優勝に導く。

1943年福井県生まれ。昭和40
（1965）年体育学科卒業。75年

伏見工業高校ラグビー部監督
に。無名のチームだった伏見工
高を2度の全国制覇に導き、同校
を強豪校に育てた。2013年IRBラ
グビースピリット賞を受賞した。

1946年長崎県生まれ。昭和45
（1970）年体育学科卒業。1980

年智弁和歌山高校野球部監督就
任。94年センバツ、97、2000年の
夏と同校を優勝に導く。11年夏
には監督60勝を達成、12年夏に
戦後初の8年連続甲子園出場を
成し遂げる。

1937年秋田県生まれ。昭和35年
（1960）体育学科卒業。能代工

業高校監督として、1967年に埼
玉国体で初出場、初優勝に導き、
75年に史上初となる高校三冠を
達成。85年にはインターハイ7連
覇を成し遂げるなど、能代工高を
常勝軍団に育てた。

1942年福岡県生まれ。昭和39
（1964）年体育学科卒業。弘前

工業高校バレーボール部の監督
として1977年に春の高校バレー
に出 場。1 回 戦 からすべてスト
レート勝ちで優勝に導く。同年、
全国大会三冠を達成。

1945年大阪府生まれ。昭和42
（1967）年体育学科卒業。母校

清風高校でロス五輪金メダリス
ト具志堅幸司、ソウル五輪の池
谷幸雄、西川大輔を育てるなど、
体操界に新風を吹き込んだ。現
在は同校体操競技部顧問。
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続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、叶
う
夢
、見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

も
っ
と
上
を
目
指
し
た
い
。プ
ロ
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
日
体
大
で
確
か
に
な
っ
た
。

日
体
大
で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
た
い

　

高
校
3
年
生
の
時
は
怪
我
に
苦
し
み
ま
し
た
。
痛
み
止

め
の
注
射
を
打
ち
、
辛
い
思
い
を
し
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
を

続
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
日
体
大
卒
の
佐
藤
輝
勝
先
生（
現
・
日
大

藤
沢
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
）が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
始
め
は
1

年
生
を
中
心
に
指
導
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
た

ち
も
指
導
し
て
ほ
し
い
と
志
願
し
た
の
で
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
終
わ
り
た
く
な
か
っ
た
で
す
し
、
何
か
惹
き
つ
け
ら
れ
る

も
の
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
と
に
か
く
先
生
の
お
か
げ
で
、

高
校
3
年
生
の
残
り
の
半
年
間
、
サ
ッ
カ
ー
を
や
り
き
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
体
大
に
進
学
し
た
の
も
先
生
の
影
響
で
す
。
た
だ
、

先
生
か
ら
「
日
体
大
に
行
け
」
と
言
わ
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
先
生
の
よ
う
な
指
導
者
に
な
り
た
い
と
い
う

純
粋
な
思
い
か
ら
で
し
た
。
部
活
を
11
月
ま
で
続
け
、
そ

の
後
、
人
生
で
一
番
と
思
え
る
ほ
ど
勉
強
し
て
、
2
月
の

一
般
入
試
を
受
け
て
、
日
体
大
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
怪
我
の
不
安
は
ず
っ
と
つ
き
ま
と
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
へ
の
入
部
も
た
め
ら
っ
た
ほ
ど
で
す
。
中
学

生
時
代
の
コ
ー
チ
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
先
生
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
日
体
大
に
入
っ
た
ん
だ
っ
た
ら
、
サ
ッ
カ
ー
部

に
籍
を
置
い
て
友
達
を
つ
く
る
だ
け
で
も
強
み
に
な
る
よ
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
で
入
部
を
決
め
ま

し
た
。

　

入
部
後
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
い

て
A
チ
ー
ム
へ
。
や
は
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
や
体
の
強
さ
が

違
い
、
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
大
学
で
初

め
て
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
を
や
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
先
輩
の
特

徴
に
あ
わ
せ
て
ど
う
声
を
か
け
て
い
っ
た
ら
良
い
か
、
観
察

し
た
り
気
を
つ
か
っ
た
り
し
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

正
直
、
当
時
は
こ
ん
な
に
も
勝
て
な
い
の
か
と
思
い
悩

ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
は
、ど
う
し
た
ら
勝
て
る
の
か
。

徹
底
的
に
話
し
合
い
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
続
け
ま
し
た
。

4
年
生
に
な
っ
て
か
ら
も
こ
の
や
り
方
を
続
け
、
チ
ー
ム

の
結
束
も
い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
勝
て
る
サ
ッ

カ
ー
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
は
今
で
も

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
思
え
ば
私
の
選
手
生
活
は
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
に
揺
れ

な
が
ら
過
ご
し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
で
す
が
、

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
た
い
、
も
っ
と
上
を
目
指
し
た
い
と
、
軸

を
は
っ
き
り
さ
せ
て
く
れ
た
の
が
、
日
体
大
に
か
か
わ
る

方
々
と
の
出
会
い
だ
っ
た
の
は
確
か
で
す
。

「
J
」
を
目
指
し
て
プ
ロ
の
道
へ

　

就
職
を
控
え
て
、
す
ぐ
教
員
に
な
る
よ
り
も
、
続
け
ら

れ
る
な
ら
現
役
で
J（
リ
ー
グ
）を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い

と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
就
職
活
動
は

OB
INTERVIEW

SC相模原
選手  ジュニアユースU-14監督

寺田  洋介 氏

活 躍 す る

S
C
相
模
原
で
選
手
、
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
U
ー

14
監
督
と
し
て
活
躍
す
る
寺
田
さ
ん
。
振
り
返
る
と
、
遠
回
り
し
て
掴
ん
だ
夢
で
あ
る
と
い
う
。
怪
我
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
あ
る
い
は
教
員
を
目
指
す
気
持
ち
に
揺
れ
な
が
ら

日
体
大
へ
。
そ
こ
で
頭
角
を
表
す
こ
と
で
、
プ
ロ
を
目
指
す
気
持
ち
が
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
道
の
り
も
決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
は
多
様
な
体
制
の
も
と
、
多
く
の
チ
ー
ム
が
あ
る
。
働
き
な
が
ら
、

寸
暇
を
惜
し
ん
で
練
習
し
、
プ
ロ
を
目
指
す
人
た
ち
が
い
る
。
結
果
が
す
べ
て
と
い
う
厳
し
い
プ
ロ
の
世
界
で
、
寺
田
さ
ん
は
自
分
を
信
じ
て
夢
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
き
た
。
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ま
っ
た
く
し
て
い
ま
せ
ん
。
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
受
け
て
、
大

学
4
年
生
の
12
月
に
、
Y.
S.
C.
C
横
浜
へ
の
入
団
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

私
が
在
籍
し
て
い
た
当
時
は
J
3
リ
ー
グ
は
な
く
、
関

東
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
地
域
の
チ
ー
ム
と
し
て
の
活
動
で
、

教
員
と
し
て
働
く
メ
ン
バ
ー
が
多
く
、
私
も
特
別
支
援
学

校
で
臨
時
的
任
用
職
員
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
プ
レ
ー
し

て
い
ま
し
た
。
夕
方
5
時
ま
で
働
い
て
、
夜
7
時
か
ら
9

時
ま
で
練
習
す
る
と
い
う
毎
日
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
競

技
は
本
当
に
裾
野
が
広
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
を
抱
え
な
が
ら
プ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。

　

続
い
て
、
J
F
L（
当
時
）に
所
属
す
る
A
C
長
野
パ
ル

セ
イ
ロ
に
所
属
で
き
た
こ
と
は
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
こ
こ
で

は
、
午
前
中
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
で
仕
事
を
し
て
午
後
か
ら

練
習
を
す
る
生
活
に
な
り
、
サ
ッ
カ
ー
で
も
お
金
を
も
ら
っ

て
い
た
と
い
う
意
味
で
プ
ロ
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
知
ら
な
い
土
地
で
サ
ッ
カ
ー

を
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
と
し
て
の
厳
し
さ
を
い
っ
そ
う
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
長
野
で
強
化
部
長
を
務
め
て

い
た
の
が
、
鈴
木
政
一
先
生（
現
・
日
体
大
男
子
サ
ッ
カ
ー

部
監
督
）で
し
た
。
こ
う
し
た
出
会
い
が
あ
り
、
プ
ロ
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う
点
で
、
長
野
時
代
は
私
に
と
っ
て

大
き
な
転
機
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
F
C
琉
球
を
経
て
、
現
在
の
S
C
相
模
原
に

移
り
、今
3
年
目
に
な
り
ま
す
。プ
ロ
生
活
は
6
年
目
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
こ
と
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

現
役
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
こ
と

　

S
C
相
模
原
は
J
3
に
所
属
す
る
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
ほ

か
、
ユ
ー
ス
、
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
、
U
ー

11
・
U
ー

12
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
を
擁
し
て
い
ま
す
。
私
は
選

手
と
し
て
プ
レ
ー
し
J
1
・
J
2
を
目
指
す
と
と
も
に
、

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
U
ー

14
監
督
を
務
め
、
さ
ら
に
小
学
生
の

ス
ク
ー
ル
で
も
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
選
手
と
し
て
の

練
習
を
日
中
に
行
い
、
夕
方
は
小
学
生
、
夜
7
時
半
か
ら

は
中
学
生
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
で
心
が
け
て
い
る
の
は
、
オ
ン
と
オ
フ
の
切
り
替
え

で
す
。
練
習
中
は
厳
し
く
、
練
習
が
終
わ
れ
ば
、
例
え
ば

元
気
が
な
か
っ
た
ら
声
を
か
け
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
接
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
信
頼
関
係
が
な
い
と
、
子
ど
も
た
ち
も
指
導
を
受
け

入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
現
役
で
あ
る
以
上
、
選
手
と
し
て
良
い
お
手

本
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
思
い
が
根
本
に
あ
り

ま
す
。
同
時
に
、
現
役
を
続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
伝
え

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
所
属
し
た
チ
ー
ム
で
は
、

元
日
本
代
表
ク
ラ
ス
の
選
手
と
プ
レ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
や
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
素
晴
ら
し
さ

を
説
得
力
を
も
っ
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

実
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
の
監
督
は
自
ら
志
願
し
て
就
任

し
ま
し
た
。
高
校
時
代
に
抱
い
た
夢
が
、
だ
ん
だ
ん
と
形

に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
実
感
が
あ
り
ま
す
。

目
標
を
実
現
す
る
お
手
伝
い
を

　

今
の
目
標
は
、
こ
の
チ
ー
ム
で
で
き
る
だ
け
長
く
プ
レ
ー

を
続
け
る
こ
と
と
、
自
分
の
指
導
者
と
し
て
の
資
質
を
高

め
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
を
教
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
生
活

面
や
勉
強
面
ま
で
含
め
て
、
社
会
で
生
き
抜
い
て
い
く
た

め
に
、
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
生
き
生
き
と
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
な
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
チ
ー
ム
の
選
手
と
一
緒
に
小
学
校

や
中
学
校
を
回
っ
て
、「
夢
先
生
」
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
講

演
す
る
活
動
を
提
案
し
、
実
現
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
だ

い
ぶ
遠
回
り
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
選
手
と
指
導
者

の
両
方
の
夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ユ
ー
ス

や
ス
ク
ー
ル
の
選
手
に
限
ら
ず
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

接
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
信
じ
た
道

を
進
ん
で
い
く
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
原
点
は
、
日
体
大
の
授
業
に
あ
り
ま
す
。
具
志
堅

幸
司
先
生
や
水
野
増
彦
先
生
と
い
っ
た
先
生
方
が
オ
ム
ニ

バ
ス
形
式
で
夢
の
実
現
や
目
標
設
定
の
考
え
方
に
つ
い
て

お
話
し
て
く
だ
さ
る
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。
先
生
方
の
人

間
的
な
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、

ス
ポ
ー
ツ
の
、
さ
ら
に
生
き
方
の
本
質
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
何
が
足
り
な
い
か
を
考
え
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
す
る
、
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
日
々
努
力
を
続
け
る
と

い
う
姿
勢
は
日
体
大
で
培
っ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
体
大
で
は
競
技
を
超
え
た
出
会
い
が
あ

り
、
多
く
の
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
の
友
人
の
中
に

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
V
リ
ー
グ
を
は
じ
め
現
役
で
頑
張
っ
て

い
る
人
も
い
ま
す
。そ
し
て
、何
よ
り
大
切
な
の
は
サ
ッ
カ
ー

部
の
仲
間
。
今
で
も
1
月
4
日
と
日
を
決
め
て
年
1
回
は

必
ず
集
ま
り
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
語
り
合
っ
た
り

し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

日
体
大
に
は
、
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
た
く
ま
し

さ
を
持
っ
た
学
生
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
仲
間
を
大
切
に
、

お
互
い
を
高
め
あ
っ
て
、
自
分
の
夢
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ
い
。

卒
業
し
て
か
ら
も
、
ど
こ
か
で
必
ず
日
体
大
の
関
係
者
と

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
時
に
心
強
い
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る

は
ず
で
す
。

　

そ
し
て
、
夢
を
も
ち
自
分
を
信
じ
て
歩
き
続
け
る
こ
と
。

そ
う
す
れ
ば
必
ず
道
は
開
け
ま
す
。

寺田  洋介（てらだ  ようすけ）／2010年、体育学部卒業。日大藤沢高校出身。日体大卒業後、

Y.S.C.C横浜（横浜スポーツ&カルチャークラブ）、AC長野パルセイロ、FC琉球を経て、現在

SC相模原に在籍。SC相模原ジュニアユース Ｕ-14監督も務める。SC相模原は、日本プロサッ

カーリーグ（Jリーグ）J3に所属し、ホームタウンである神奈川県相模原市のギオンスタジア

ムを本拠地に展開。川口能活選手らが所属。そのほか、高原直泰選手など、元日本代表

選手とともにプレーできたことが貴重な経験になっているという。

©s.c.sagamihara

©s.c.sagamihara



 nittaidai45 ● 9

親
友
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
、
日
体
大
へ
。
そ
し
て
、
女
性
警
察
官
に
。

ス
ポ
ー
ツ
の
喜
び
、
辛
さ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
方
々
の
気
持
ち
が
わ
か
る
。

喜
び
も
挫
折
も
親
友
と
と
も
に

　

私
が
日
体
大
に
入
学
し
た
の
も
、
い
ま
警
察
官
と
し
て

仕
事
を
し
て
い
る
の
も
、
二
人
の
友
人
の
存
在
を
抜
き
に

し
て
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

中
学
か
ら
水
球
を
続
け
、
高
校
は
鳥
取
県
内
で
唯
一
、

水
球
が
で
き
る
鳥
取
中
央
育
英
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

高
校
3
年
生
の
と
き
に
、
全
国
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
で
3
位
に
入
賞
。
水
球
で
女
子
が
出
場
で
き

る
大
き
な
大
会
は
J
O
C
だ
け
で
、
そ
こ
で
結
果
を
残
す

こ
と
が
で
き
、
自
分
の
中
で
は
や
る
べ
き
こ
と
は
や
っ
た
と

い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
初
戦
敗
退
が

多
か
っ
た
の
で
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
「
私
た
ち
が
歴
史
を

変
え
た
わ
！
」
と
舞
い
上
が
っ
て
い
た
ほ
ど
で
す（
笑
）。

　

そ
し
て
、日
体
大
O
B
で
顧
問
の
宍
戸
靖
雄
先
生
か
ら
、

体
育
の
教
員
に
な
っ
て
鳥
取
県
の
女
子
の
水
球
の
指
導
者

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
日
体
大
進
学
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

教
員
に
な
る
こ
と
に
は
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
将
来
の

夢
が
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
迷
っ
て
い
た

こ
と
も
事
実
で
す
。

　

そ
ん
な
と
き
に
、
す
で
に
日
体
大
進
学
が
決
ま
っ
て
い

て
、
後
に
親
友
と
な
る
水
野（
現
姓
・
竹
井
）成
美
さ
ん
か

ら
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
。
日
体
大
の
水
泳
部（
水
球
）女

子
の
同
期
は
彼
女
と
私
の
二
人
。
私
が
入
学
し
な
か
っ
た

ら
彼
女
一
人
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
手
紙
に
は
「
一
緒
に
や
り

た
い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
女
の
こ
と
は
水
球
が

す
ご
く
上
手
い
選
手
と
し
て
中
学
生
の
と
き
か
ら
知
っ
て
い

ま
し
た
し
、
手
紙
を
も
ら
っ
て
率
直
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

憧
れ
の
人
か
ら
誘
わ
れ
て
日
体
大
へ
の
進
学
を
決
意
。
で

も
、
こ
の
経
緯
は
彼
女
に
は
話
し
て
い
ま
せ
ん（
笑
）。

　

練
習
が
厳
し
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い
ま
し
た
。
入

学
し
た
と
き
は
、「
い
よ
い
よ
始
ま
る
な
」
と
覚
悟
と
後

悔
が
入
り
混
じ
っ
た
気
持
ち
だ
っ
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で

す
。
実
際
、
朝
は
5
時
起
き
。
6
時
か
ら
8
時
頃
ま
で
朝

練
を
し
て
、朝
食
を
と
っ
て
授
業
へ
。
夕
方
か
ら
ま
た
練
習
。

そ
ん
な
繰
り
返
し
の
毎
日
で
す
。
水
球
以
外
の
こ
と
を
考

え
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
は
、
1
年
生
の
12
月
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私

も
水
野
さ
ん
も
故
障
し
て
い
て
、
別
々
に
異
な
る
メ
ニ
ュ
ー

で
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
競
技
が
で
き
ず
、

周
囲
の
厳
し
い
視
線
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。
厳
し
い
練
習

や
慣
れ
な
い
生
活
の
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
二
人
と
も
精

神
的
に
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
の
状
態
で
し
た
。

　

練
習
の
た
め
、
私
は
世
田
谷
か
ら
健
志
台
へ
、
彼
女
は

逆
に
健
志
台
か
ら
世
田
谷
へ
向
か
う
途
中
、
道
で
ば
っ
た

り
二
人
が
出
会
い
ま
し
た
。
彼
女
は
泣
き
な
が
ら
歩
い
て

い
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
は
励
ま
し
合
っ
て
別
れ
ま
し
た
が
、

桜
新
町
の
駅
で
電
車
を
待
っ
て
い
る
と
再
び
彼
女
か
ら
電

話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
帰
り
た
い
と
い
う
彼
女
。
で
も
、

彼
女
が
辞
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
私
も
一
人
で
続
け
て
い
け
る

OG
INTERVIEW

鳥取県警察　米子警察署　
生活安全課

小椋  佳代子 氏

活 躍 す る

水
球
日
本
代
表
男
子
ポ
セ
イ
ド
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
リ
オ
五
輪
出
場
が
決
定
し
、
あ
ら
た
め
て
水
球
に
注
目
し
て
い
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
水
球
を
通
し
て
、
さ
ら
に
日
体
大
で
の
学
生
生
活
を
通
し
て
、
友
情
を
育
み
、
女
性
警

察
官
と
し
て
活
躍
す
る
O
G
が
い
る
。
小
椋
さ
ん
は
警
察
官
に
な
っ
て
4
年
目
。
市
民
か
ら
の
相
談
業
務
な
ど
に
対
応
し
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。
部
活
で
は
辛
い
挫
折
も
味
わ
っ
た
が
、
親
友
と
と
も
に
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
競
技
を
通
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
、
市
民
に
向
き
合
う
と
き
の
笑
顔
や
元
気
の
も
と
だ
。
市
民
の
た
め
に
、
い
ま
任
務
に
全
力
投
球
し
て
い
る
。
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自
信
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
と
き
、最
初
で
最
後
、

二
人
一
緒
の
〝
逃
亡
〟
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
そ
れ
か
ら
、
親
や
高
校
の
恩
師
、
高
校
の
と
き

の
水
球
の
仲
間
と
い
ろ
い
ろ
話
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

水
球
を
続
け
て
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
た
く
さ
ん
お
世

話
に
な
っ
て
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。

期
待
を
裏
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
ん
な
思
い
で
、
よ

う
や
く
挫
折
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
に

水
野
さ
ん
は
水
球
女
子
日
本
代
表
と
し
て
活
躍
。
い
ま
で

も
L
I
N
E
で
懐
か
し
い
写
真
を
送
っ
て
く
れ
る
か
け
が

え
の
な
い
親
友
で
す
。

　

大
学
4
年
生
の
と
き
、
私
は
副
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、

日
本
選
手
権
と
イ
ン
カ
レ
で
優
勝
。
大
本
洋
嗣
先
生
が「
小

椋
、
辞
め
な
く
て
良
か
っ
た
な
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
と

き
は
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
瞬
間
の
た
め
に
4
年
間

が
あ
っ
た
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
こ
み
上
げ
て
き
て
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

頼
り
に
さ
れ
て
い
る
実
感
が
嬉
し
い

　

鳥
取
に
戻
っ
て
働
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た

が
、
学
生
時
代
は
警
察
官
に
は
漠
然
と
し
た
憧
れ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
が
、

短
大
か
ら
体
育
学
科
へ
一
緒
に
編
入
学
し
た
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
の
大
鹿（
現
姓
・
正
野
）暢
子
さ
ん
で
す
。
絶
対
に
警
察

官
に
な
り
た
い
と
言
い
続
け
、
夢
を
実
現
し
た
彼
女
。
そ

の
意
志
の
強
さ
は
と
に
か
く
す
ご
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
彼
女
が
ど
う
い
う
わ
け
か
「
佳
代
子
は
警
察
官
に

向
い
て
い
る
」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
な
ら
受
か
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
挑
戦
し
て
み
よ
う

と
、
だ
ん
だ
ん
と
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

あ
ま
り
褒
め
ら
れ
た
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼
女
が

い
な
か
っ
た
ら
そ
ん
な
に
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー（
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
）に
も
足
を
運
ば
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
情
報
が

豊
富
で
す
し
、
特
に
私
の
よ
う
に
U
タ
ー
ン
就
職
を
希
望

す
る
学
生
に
は
心
強
い
存
在
で
し
た
。

　

い
ま
、
彼
女
の
私
を
見
る
目
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
現
在
は
生
活
安
全
課
に
配
属
。
市
民
の
安
全

相
談（
例
え
ば
D
V
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
や
子
ど
も

に
関
す
る
事
案
な
ど
）、少
年
非
行
の
防
止
、特
殊
詐
欺（
い

わ
ゆ
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
架
空
請
求
な
ど
）を
未
然
に
防

ぐ
活
動
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
取
締
な
ど
を
行
う
部
署
で
す
。

こ
こ
で
生
活
安
全
係
と
し
て
、
古
物
や
銃
砲
な
ど
の
許
認

可
業
務
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
方
々
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
特
に
相
談
業
務
は
、

大
鹿
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
通
り
、
自
分
に
向
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　

採
用
後
、
警
察
学
校
で
半
年
学
び
、
そ
の
後
は
実
習
の

形
で
交
番
勤
務
と
警
察
学
校
で
の
教
育
を
し
ば
ら
く
の
間

繰
り
返
し
、
一
人
前
の
警
察
官
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
交
番

勤
務
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
巡
回
連
絡
な
ど
を
行
う
市
民
と

接
す
る
最
前
線
の
仕
事
で
す
。
個
人
宅
を
訪
問
す
る
巡
回

連
絡
で
は
、「
女
性
警
察
官
が
来
て
く
れ
る
と
気
軽
に
話
せ

て
嬉
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
4
年

目
の
今
年
か
ら
生
活
安
全
課
に
移
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

も
市
民
の
相
談
に
対
応
し
て
、「
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
だ

け
で
す
っ
き
り
し
た
、
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
行

く
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
非
常
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。
い
ま
は
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
に
精
一
杯
で
す
が
、
生

活
安
全
課
は
希
望
し
て
配
属
さ
れ
た
部
署
で
す
し
、
地
域

の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
一
つ
ひ
と
つ
の
事
案

や
相
談
に
誠
心
誠
意
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
体
大
で
出
会
い
や
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
て
き
た
こ
と

で
、
相
手
の
気
持
ち
の
わ
か
る
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

女
性
警
察
官
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
人
の

役
に
た
つ
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
志
望
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
警
察
学
校
は
確
か
に
厳
し
い
環

境
で
す
が
、
日
体
大
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人
な
ら
ま
っ

た
く
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

や
は
り
、
日
体
大
卒
と
い
う
こ
と
で
、
期
待
さ
れ
た
り
、

一
目
置
か
れ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
礼
儀

や
言
葉
づ
か
い
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
、「
私
が
や
り
ま

す
」
と
い
う
積
極
性
は
、
日
体
生
の
強
み
で
す
。

水
球
界
の
躍
進
に
期
待

　

水
球
日
本
代
表
男
子
ポ
セ
イ
ド
ン
ジ
ャ
パ
ン
が
リ
オ
五

輪
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
同
級
生
の

竹
井
昂
司
選
手
、
角
野
友
紀
選
手
を
は
じ
め
苦
楽
を
共
に

し
た
方
々
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。同
期
の
L
I
N
E
グ
ル
ー

プ
で
「
お
め
で
と
う
」
の
や
り
と
り
を
し
ま
し
た
。

　

水
球
は
や
は
り
マ
イ
ナ
ー
な
競
技
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
五
輪
に
出
場
す
る
こ
と
で
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
、知
名
度
が
ア
ッ
プ
す
れ
ば
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
水
球
を
や
り
た
い
と
い
う
選
手
が
も
っ
と
増
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
国
体
で
水
球
女
子
の
競
技
が
行
わ
れ
る
機
会
が

あ
る
と
い
う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。
叶
う
な
ら
ば
、
鳥
取

で
一
緒
に
や
っ
て
き
た
仲
間
を
集
め
て
参
加
し
て
み
た
い
と

い
う
の
が
密
か
な
夢
で
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
恩
返
し
に
、

将
来
ジ
ュ
ニ
ア
の
指
導
の
お
手
伝
い
も
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

警
察
官
の
仕
事
は
〝
守
る
〟〝
助
け
合
う
〟
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
安
全
・
安
心
な
生
活
は
〝
支

え
合
う
〟
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
仕

事
を
通
し
て
そ
れ
を
学
び
ま
し
た
。
支
え
て
く
れ
た
親
友

た
ち
、
信
頼
し
て
く
だ
さ
る
市
民
の
方
々
に
感
謝
の
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
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はもちろん、日体大では全国各地から集まる仲間たちとの交流が楽しみだったとか。卒業後、

鳥取警察署、浜村警察署を経て、現在は米子警察署生活安全課勤務。在学中に中学・高

校の教員免許も取得しており、将来は少年に関わる業務にも携わってみたいという。
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保健医療学部からの
メッセージ

『海外研修で、災害    現場で活躍する
     救急医療学科の    活動を教えて!』

プロフィール：小川理郎（おがわ  さとお）／奈良県出身。日本医科大学大学院医学研究科（救急医学）修了。医学博士。日本救急医学評議員、日本臨床救
急医学会評議員、日本救急医学会指導医／専門医。日本医科大学関連施設で救急医療・災害医療に従事し、東京消防庁消防学校専任講師、救急救命
東京研修所教授、日本赤十字社、足利赤十字病院救急救命センター長、日本医科大学救急医学教室を経て、現職。

　保健医療学部救急医療学科は、一言でいうと救急救命士を育成する学科です。救

急救命士養成の機関や学校はいくつかあります。本学科の一番の特徴は、日本で数

少ない専門医の上の資格である救急指導医が教育・指導していることです。救急専門

医が教えているところは数多くあるでしょうが、指導医が教えている学校はほとんどない

のではないでしょうか。それはつまり、とても質の高い教育ができることなのです。指

導医はシビアな救急の現場を数多く知っていますし、そこで本当に何が必要か、何を

すべきかを経験しています。つまり、実践的な教育ができることも意味します。さらに、

救急医療に関するネットワークもあるので、理論はもちろん、リアルな現場での経験を

積むことも可能なのです。2016年3月には世界最先端のハーバービューメディカルセ

ンターでの研修も実現しました。救急医療学科はまだ設立して2年ですが、これまでに

ない本格的な救急救命士育成課程として日本中が注目しているのです。 

今春、 救急医療学科では、日本の大学として初めて、 ハーバービューメディカルセンター（米・シアトル）での
研修を実施。また地域に密着した活動や各地の災害現場で、 学生やスタッフが活躍しています。
救急指導医として病院前救護の指導に携わる小川教授にその最前線の様子を紹介いただきます。

ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
と
は
？ 

　

ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
シ
ア
ト
ル
市
に
あ
り
ま
す
。

シ
ア
ト
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
全
州
の
心
臓
停
止
か
ら
の
蘇
生
率
の
平
均
値
が
10
％
未
満
と
い
う

数
値
で
あ
る
状
況
の
中
、
60
％
と
い
う
非
常
に
高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
州
民

の
40
％
が
Ｂ
Ｌ
Ｓ（Basic Life Support

／
一
次
救
命
処
置
）の
講
習
を
受
け
て
お
り
、
州

を
あ
げ
て
蘇
生
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
た
め
、
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
世
界

中
が
注
目
し
、
世
界
中
の
救
急
医
療
に
関
わ
る
人
た
ち
が
、
一
度
は
研
修
に
訪
れ
た
い
と
夢

見
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
ま
た
、シ
ア
ト
ル
市
は
、か
つ
て
イ
チ
ロ
ー
が
い
た
シ
ア
ト
ル
・

マ
リ
ナ
ー
ズ
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
を
は
じ
め
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、

ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
企
業
も
多
く
集
ま
る
ア
メ
リ
カ
の
成
長
著
し
い
注
目
の
都
市
で
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
治
安
が
よ
く
温
暖
で
と
て
も
暮
ら
し
や
す
い
美
し
い
都
市
で
す
。

ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
内
容
は
？ 

　

ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
世
界
中
が
注
目
し
て
い
る
た
め
、
研
修
を
受

け
る
人
も
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
簡
単
に
は
研
修
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
今
回
、
日
本
の
大
学
で

初
め
て
本
格
的
な
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
学
の
学
生
は
、
ま
ず
病
院
前
救

護
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
、
M
E
D
I
C 

O
N
E
に
つ
い
て
の
講
習
、
そ
の
後
、
救
急

車
同
乗
実
習
ま
で
行
な
い
ま
し
た
。
研
修
で
は
現
実
の
救
急
救
護
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
進
ん
で
、
M
E
D
I
C 

T
W
O
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
受
講
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
後
に
は
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
救
急
救
命
士
た
ち
と
の
懇
親

会
が
あ
り
、シ
ビ
ア
な
現
実
、そ
れ
以
上
の
意
義
や
使
命
感
な
ど
に
つ
い
て
救
命
士
の
方
な
ど
、

現
場
を
知
る
人
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、
非
常
に
貴
重

な
機
会
で
し
た
。
今
回
参
加
し
た
学
生
は
積
極
的
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
地
で
の
評

判
も
よ
く
、
こ
れ
か
ら
定
期
的
に
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
中
の
医
療
に
関
わ
る
大
学
が
や
り
た
く
て
も
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
を
実
現
で
き
た
の

で
す
。

保健医療学部
救急医療学科

小川理郎 教授
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『海外研修で、災害    現場で活躍する
     救急医療学科の    活動を教えて!』

今回の
レクチャーの
ポイント

・海外で、地域で、活動や学びの場は多彩に用意されている。
・救急技術大会などで日頃の学習や実習の成果を試す機会も。
・オール日体大で、人々のいのち・安心・安全を守るやりがい。

～ますます期待が高まる救急救命士を育成～

災害が起こったときには…
　とにかく、慌てないこと。できれば家族などになんらか

の方法で連絡をして心を落ち着かせて冷静に対処したい。

もし外出先なら10キロをひとつの目安に、歩いて帰るか、

待機するか判断すること。水、食料の速やかな確保も重要。

そのためにはやはりしっかりした準備が必要だ。そのひと

つが枕元に靴を置いておくことも一つに対策になる。 

災害に対する準備の心構え
　災害が起きたらどうなるか、災害イマジ

ネーションをしておくことが重要。その上で

あらゆる状況を考えて準備をすることが欠か

せない。病院や家族など重要な連絡先を確

認し、連絡体制を整備すること。また、気温、

風雨、降雪などその季節に起こりうるあらゆ

ることを考慮することが望まれる。「想定外」

などないと考えて準備したい。 

救
急
医
療
学
科
の
ス
タ
ッ
フ
・
学
生
の

活
動
の
様
子
は
？ 

　

こ
こ
数
年
間
に
日
本
は
い
く
つ
か
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
昨
今
で
は
熊
本
・
大
分
の
地
震
、
平
成
27
年
9
月
に
は
栃

木
県
・
茨
城
県
の
鬼
怒
川
の
決
壊
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ

れ
ら
災
害
に
際
し
て
学
生
た
ち
を
現
地
に
派
遣
し
ま
し
た
。
災

害
時
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
が
、

最
前
線
で
は
訓
練
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
点
で
私
た
ち
は
救
急
救
命
士
の
訓
練
を
し
て

い
る
の
で
、
災
害
の
現
場
で
す
ぐ
に
仕
事
が
で
き
、
と
て
も
歓

迎
し
て
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
事
実
、
有
益
な
活
動
が
で
き
、

災
害
現
場
で
お
役
に
立
て
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
災
害
現
場

に
限
ら
ず
大
き
な
会
場
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
平
成
27
年
11
月
に
横
浜
ア
リ
ー
ナ
で
開

催
さ
れ
た
第
53
回
体
育
研
究
発
表
実
演
会
で
、
心
肺
停
止
に
な

ら
れ
た
方
に
対
し
て
、
救
護
班
が
近
く
に
居
合
わ
せ
た
お
二
人

の
方
と
協
力
し
、
心
肺
蘇
生
法
と
A
E
D
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
方
は
後
遺
症
も
な
く
、
完
全
に

社
会
復
帰
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
迅
速
で
適
切
な
処
置
を
し
た

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
実
は
、
私
た
ち
は
事
前
に
A
E
D
の

数
や
位
置
を
把
握
し
、
広
い
会
場
で
万
全
を
期
す
た
め
に
会
場

に
も
う
1
台
A
E
D
を
持
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
功
を

奏
し
、
素
早
い
対
応
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
場

で
何
が
重
要
か
を
知
る
が
故
の
対
応
で
す
ね
。 

地
域
貢
献
や
防
災
へ
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
横
浜
市
青
葉
区
と
提
携
を
結
び
、
災
害
地
域
医
療
検
討
会
を
定

期
的
に
開
き
、
災
害
時
に
備
え
て
い
ま
す
。
防
災
に
関
す
る
講
演
会
や
蘇
生
訓
練
な
ど

も
実
施
し
、
日
体
大
も
市
民
の
一
員
と
し
て
災
害
に
対
応
す
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
だ
け
な
く
、
日
々
の
生
活
に
関
し
て
も
保
健
医
療
の
立
場
か
ら
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
横
浜
市
や
青
葉
区
な
ど
が
開
催
す
る
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
に
際
し
て
も
救
護
班
を
派
遣
す
る
な
ど
日
々
の
行
事
で
の
サ
ポ
ー
ト
も
行

な
い
、
地
域
に
根
付
い
た
大
学
と
し
て
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

全
国
で
活
躍
す
る
日
体
大
の
卒
業
生
の
存
在
も
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
卒
業
生

を
中
心
に
、
全
国
で
日
体
D
M
A
T（
災
害
時
救
急
派
遣
救
護
医
療
チ
ー
ム
）を
組
織
し
、

災
害
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
よ
う
な
展
開
も
可
能
で
し
ょ
う
。

救
急
技
術
を
競
う
大
会
等
で
の

学
生
の
評
価
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

　

救
急
救
命
に
お
け
る
知
識
や
技
術
、
観
察
力
、
さ
ら
に
判

断
力
を
は
じ
め
、処
置
能
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
、

事
故
や
災
害
の
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
能
力
を
評
価
す
る
救

急
技
術
大
会
が
い
く
つ
か
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

で
、
平
成
27
年
12
月
に
行
な
わ
れ
た
「
東
日
本
学
生
救
命
技

術
選
手
権
大
会
」
で
意
識
障
害
傷
病
者
対
応
で
3
位
、
循
環

不
全
傷
病
者
対
応
で
同
じ
く
3
位
、
総
合
で
は
7
位
と
い
う

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
平
成
28
年
3
月
に
行
な
わ
れ
た
「
学

生
救
命
技
術
選
手
権
大
会
」
で
は
見
事
、
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
机
上
の
理
論
だ
け
で
な
く
、
現
場
で
の
適
応

力
、
行
動
力
が
確
実
に
身
に
付
い
て
い
る
証
だ
と
言
え
ま
す
。

た
だ
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
大
会
に
優
勝
す
る
の
が
目
標
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
い
成
績
を
収
め
る
の
は
、
よ
い
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
以
上
に
確
か
な
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と

を
証
明
で
き
た
こ
と
の
方
が
う
れ
し
い
こ
と
で
す
ね
。 
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「
日
体
大
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム（
N
A
S
S
）」

は
、
2
0
2
0
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
い
て
、「
70
名
の
学
生
及
び

卒
業
生
を
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
し
て
輩
出
」

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
将
来
に
わ
た
り
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
輩
出
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
オ
ー
ル
日

体
大
の
実
績
や
知
見
を
体
系
化
し
構
築
さ
れ
た
。

　

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、「
医
・
科
学
サ
ポ
ー
ト
」
の
1

つ
「
心
理
サ
ポ
ー
ト
」
だ
。
以
前
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
研

究
室
が
選
手
に
対
し
て
心
理
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
た
が
、

N
A
S
S
の
構
想
が
立
ち
上
が
る
と
同
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
心

理
学
研
究
室
が
中
心
と
な
り
心
理
サ
ポ
ー
ト
研
究
会
が
発

足
し
、
2
0
1
4
年
度
か
ら
カ
ヌ
ー
部
に
対
す
る
支
援
が
始

ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
2
0
1
5
年
度
に
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
、

自
転
車
競
技
部
な
ど
が
加
わ
り
、
年
間
延
べ
45
回
の
講
習
会

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
型
）を
開
催
し
た
。
今
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
上
級
指
導
士
の
資
格
を
有
す
る
高

井
秀
明
体
育
学
科
准
教
授
を
チ
ー
フ
に
教
員
・
大
学
院
生

合
わ
せ
て
12
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
講
習
会
や
個
別
サ
ポ
ー
ト

に
携
わ
る
。

　

心
理
サ
ポ
ー
ト
は
、
自
己
管
理
能
力
の
高
い
選
手
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
主
に
「
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
関
す
る
助
言
」「
技
術
練
習
に
関
す
る
心
理
的
な
助
言
」

「
社
会
心
理
的
な
側
面
に
関
す
る
助
言
」「
心
理
的
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
に
関
す
る
助
言
」「
競
技
に
関
す
る
心
理
検
査
の

実
施
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
な
ど
の
方
法
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト
を

展
開
し
て
い
る
。
そ
の
最
前
線
を
取
材
し
た
。

自己管理能力の高い選手を育てる
心理 サポート

NASSの挑戦　  第2回

第55回東日本学生選手権大会の視察風景

アーチェリー部合宿に帯同

スポーツメンタルトレーニングフォーラム
第10回記念大会での発表風景

【プログラム提 供 型のサポートシステムの流れ】

心理サポートの
内容検討

主訴の確認

心理サポートの
年間プログラムの作成

指導者または
選手へ

チームへの
心理サポート

フィード
バック

スタッフ
ミーティング

プランニング

実施

アセスメント

依頼
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個
々
の
選
手
の
心
理
的
課
題
の
克
服
を

支
援
す
る

　

練
習
で
は
力
を
出
せ
る
が
、
試
合
に
な
る
と
緊
張
し

て
良
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
な
い
。
環
境
が
変

わ
る
と
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
人
も
多

い
だ
ろ
う
。

　
「
心
理
サ
ポ
ー
ト
」
は
、
選
手
が
自
分
自
身
の
内
面

的
な
課
題
に
気
づ
き
、
自
己
管
理
能
力
を
高
め
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
、
心
理
学
的
立

場
か
ら
専
門
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
認
知（
例
え
ば
、

あ
る
状
況
に
対
し
て
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
か
、
ピ
ン
チ

と
と
ら
え
る
か
、
あ
る
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か

受
け
と
る
か
と
い
う
状
況
判
断
を
す
る
上
で
の
心
の
過

程
）、
身
体
反
応
、
行
動
、
感
情
は
一
体
と
な
っ
て
影
響

し
合
っ
て
い
る
。
勝
つ
要
因
が
、
必
ず
し
も
競
技
力
の
優

劣
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
実

感
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

個
人
の
課
題
に
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
は
さ
ま
ざ
ま
だ
と

言
う
。
試
合
で
緊
張
し
て
し
ま
う
場
合
、
結
果
を
過
剰

に
意
識
し
て
し
ま
う
の
か
、
ラ
イ
バ
ル
の
影
響
な
の
か
、

環
境
の
問
題
な
の
か
、
認
知
の
偏
り
や
歪
み
を
変
え
て

い
く
よ
う
な
作
業
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
腹
式
呼
吸
な

ど
の
緊
張
を
弛
緩
さ
せ
る
心
理
的
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
取
り
入
れ
た
り
、
無
意
識
に
体
を
動
か
し
て
し
ま

う
よ
う
な
行
動
を
統
制
し
た
り
、そ
の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー

チ
に
は
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

た
だ
、
心
理
サ
ポ
ー
ト
は
、
選
手
に
こ
う
し
な
さ
い

と
直
接
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
と
は
性
質
が
違

う
。
選
手
が
自
分
で
気
づ
き
、
主
体
的
に
実
践
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
す
。
そ
れ
だ
け
に
選
手
一
人
ひ
と
り
と
の

関
わ
り
が
極
め
て
重
要
で
、
時
間
が
か
か
る
側
面
は
あ

る
が
、
一
度
納
得
す
れ
ば
、
選
手
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
以
上
の
本
質
的
な
こ
と

を
理
解
し
た
上
で
、
心
理
サ
ポ
ー
ト
の
具
体
的
な
取
り

組
み
を
見
て
い
き
た
い
。

個
別
面
談
か
ら
始
ま
る
き
め
細
か
い

サ
ポ
ー
ト

　

N
A
S
S
の
「
医
・
科
学
サ
ポ
ー
ト
」
は
、「
プ
ロ

グ
ラ
ム
提
供
型
」
と
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
築
型
」
に
分

か
れ
る
。
心
理
サ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

提
供
型
で
は
講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
構
築
型
で
は
選
手
に
対
す
る
個
別
サ
ポ
ー
ト
が
主
な

活
動
に
な
っ
て
い
る
。
一
対
一
の
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

形
式
が
メ
イ
ン
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
築
型
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
運
動
部
と
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
型

に
お
い
て
も
、
個
別
面
談
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
部
や
選

手
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
展
開
し
て
い

る
こ
と
が
他
大
学
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
と
言
う
。

　

で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
型
か
ら
そ
の
流
れ
を
見
て
い

こ
う
。
ま
ず
、
個
別
面
談
で
各
選
手
の
問
題（
主
訴
）の

確
認
、
心
理
講
習
会
の
実
施
に
向
け
た
情
報
収
集
な
ど

を
行
い
、
心
理
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
経
て
、
講
習

会
や
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
案
・
実
施
し
、
継
続

的
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
。
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
概
要
説
明
、
情
動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（
情
動
プ
ロ

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
技
法
体
験
）、
認

知
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
・
イ
メ
ー

ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）、
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
目
標

設
定
技
法
や
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な
ど
が
講
習
会
メ

ニ
ュ
ー
の
一
例
で
あ
る
。
選
手
個
人
、
指
導
者
や
チ
ー
ム

の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
自
己
管
理
能
力
向
上
を
目

指
し
て
い
く
。

　

こ
の
う
ち
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
問
題
を
生
じ
さ

せ
て
い
る
の
が
競
技
場
な
ど
の
環
境
の
要
因
な
の
か
個

人
の
要
因
な
の
か
、
変
え
ら
れ
る
も
の
な
の
か
変
え
ら
れ

な
い
も
の
な
の
か
、
取
捨
選
択
・
検
討
し
て
い
き
、
変

え
ら
れ
な
い
も
の
に
対
し
て
自
分
の
立
ち
位
置
を
ど
の

よ
う
に
築
い
て
い
く
か
と
い
っ
た
、
問
題
解
決
に
向
け
た

考
え
方
や
行
動
を
ワ
ー
ク
形
式
で
明
ら
か
に
し
て
い
く

よ
う
な
取
り
組
み
だ
。
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
。
繰
り

返
す
が
、
問
題
の
本
質
的
解
決
の
た
め
に
は
あ
く
ま
で

自
己
管
理
が
軸
で
あ
る
。

　

一
方
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
築
型
の
多
く
は
選
手
か
ら
依

頼
を
受
け
て
、
サ
ポ
ー
ト
が
提
供
さ
れ
る
。
指
導
者
か

ら
紹
介
さ
れ
る
場
合
、
選
手
が
自
主
的
に
相
談
に
訪
れ

る
場
合
な
ど
、
端
緒
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
そ
の
流
れ
は
、

ま
ず
イ
ン
テ
ー
ク（
最
初
の
面
談
）で
、
そ
の
選
手
が
ど

う
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
か
、
生
活
環
境
が
ど
う
で

あ
る
か
な
ど
の
大
枠
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
問
題

（
主
訴
）に
応
じ
て
適
し
た
担
当
者
を
心
理
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
間
で
選
任
し
、サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
案
・

実
施
し
、
継
続
的
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
。
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
や
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
に
よ
る
振
り
返
り

や
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
質
を
高
め
る
努
力
も
続
け

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
型
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

構
築
型
も
き
わ
め
て
選
手
に
密
着
し
た
取
り
組
み
で
あ

り
、
個
人
に
係
る
高
度
な
情
報
を
取
り
扱
う
た
め
、
選

手
と
同
意
書
や
情
報
開
示
書
，
未
成
年
の
選
手
に
は
保

護
者
同
意
書
を
取
り
交
わ
し
た
上
で
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ

れ
て
い
る
。
選
手
か
ら
メ
ー
ル
で
ス
タ
ッ
フ
に
ダ
イ
レ
ク

ト
に
連
絡
を
と
る（
申
込
を
す
る
）こ
と
が
で
き
、
安
心

し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
と
話
す
。

N
A
S
S
の
取
り
組
み
を

外
部
に
向
け
て
発
信

　

N
A
S
S
の
心
理
サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
は
、
日
本

ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
10
回

記
念
大
会（
平
成
27
年
8
月
）に
お
い
て
事
例
報
告
さ
れ

た
。
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
日
体
大
の
心
理
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
全
国
の

ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
士
に
対
し
て
発

信
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
有
意
義
で
あ
る
。

　

学
内
に
お
い
て
は
、
他
の
サ
ポ
ー
ト
分
野
や
学
生
相

談
委
員
会
と
の
連
携
体
制
の
構
築
、
心
理
サ
ポ
ー
ト
を

依
頼
す
る
ク
ラ
ブ
の
増
加
、
個
別
サ
ポ
ー
ト
の
依
頼
の

増
加
な
ど
、一
定
の
成
果
を
感
じ
て
い
る
と
言
う
。
一
方
、

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
個
別
的
で
時
間
の
か

か
る
活
動
で
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
数
は
ま
だ
ま
だ
十
分
と

は
言
え
な
い
。
質
を
維
持
し
つ
つ
、
ど
う
や
っ
て
幅
広
く

サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
く
か
、
ス
タ
ッ
フ
は
試
行
錯
誤

を
続
け
て
い
る
。

　

N
A
S
S
の
取
り
組
み
の
中
で
、
心
理
サ
ポ
ー
ト
は

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
目
立
た
な
い
存
在
か
も
し
れ
な
い

が
、
国
際
競
技
力
を
高
め
る
上
で
、
今
後
き
わ
め
て
重

要
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
取
材
を
通
し
て
感
じ
た
。

自
己
管
理
能
力
を
高
め
る
こ
と
、
自
己
の
中
で
問
題
解

決
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
選
手
、
競
技
に

お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
的
ス
キ
ル
の
養
成

と
し
て
す
べ
て
の
場
面
で
汎
用
性
の
高
い
取
り
組
み
で
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
心
理
に
つ
い
て
多
く
の
選
手
に
い
っ
そ
う

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
問
題
解
決
に

真
摯
に
取
り
組
も
う
と
考
え
る
者
は
、
ぜ
ひ
と
も
心
理

サ
ポ
ー
ト
の
門
を
た
た
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。

■■■■■　NASSの挑戦 ★ 第2回

心理講習会の開催
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日体生の活動性の高さに期待
金本  良通（かねもと  よしみち）／体育研究所 教授

研究テーマ：算数・数学科での言語とコミュニケーションに関する研究やカリキュラム研究、特に数学的表

現力やコミュニケーション能力の育成についての授業のあり方や教育課程に焦点を当てています。

学生時代の思い出：算数数学教育関係の大学内外のサークルや全国規模の学会・研究会などによく出

かけていました。他の大学での催しなどにも出かけ、交流していました。大学の中とともに外との交流は

大切だと思っています。

日体生へひと言：”座学”で満足しない学生を育てたいものだと思っています。特に教員養成では、学校

の現場や教育の実情を知りつつ、研究として蓄積されたものを十分に理解しながら、からだ全体で教育

活動に取り組むような資質能力が重要だと思っています。その意味で、日体生の活動性の高さに期待し

たいです。

こんな人（趣味）：美術館や博物館によく行きます。日本画が好きで、絵巻物が物語として楽しめるように

したいです。
①大阪府 ②算数科教育関係 ③大阪教育大学教育学部数学科卒業／大阪教育大学大学院教育学研究科数学教育専攻修
了／鹿児島短期大学助手・講師・助教授／福島大学教育学部助教授／埼玉大学教育学部助教授・教授／東京学芸大学
大学院連合学校教育学研究科教授 ④博士(教育学)（広島大学）

大学時代には豊かな体験をしてほしい
府川  源一郎（ふかわ  げんいちろう）／体育研究所　教授

研究テーマ：国語科教育及び日本近代児童文学。とりわけ、国語科の教科書を核にした歴史研究、カ

リキュラムや実践論の研究を行っています。所属は日本読書学会、日本文学協会、日本国語教育学会、

全国大学国語教育学会、横浜国立大学国語日本語教育学会、日本児童文学学会、日本教育学会、国

語教育史学会ほか。『明治初等国語教科書と子ども読み物の研究―リテラシー形成メディアの教育文化

史』(2014年2月刊・ひつじ書房)に対して第38回日本児童文学学会特別賞を受賞。最近では、『「ごん

ぎつね」から「良寛」まで―「童心」のゆくえ』と題して、新美南吉顕彰会（半田市新美南吉記念館）で

講演しました。

学生時代の思い出：のほほんと過ごしていました。

日体生へひと言：日本体育大学は多くの文化にアクセスするのにはきわめて便利な位置にあります。大学

時代にはできるだけ様々な所にでかけ豊かな体験をしてほしいと思います。

こんな人（趣味）：観劇や旅行など。
①東京都 ③横浜国立大学教育学研究科修了／川崎市公立小学校教諭／横浜国立大学付属鎌倉小学校教諭／横浜国立
大学教授・東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科教授（併任） ④博士（教育学）（東京学芸大学）

知 心  　技「毎日たとえ1％でも着実に進歩すること」、「日々是精進」

「熱き心を持て」、「一生勉強、一生青春」、「我以外皆師」

「やらずに後悔することなかれ！迷った時はチャレンジ！」

今回紹介する新任教員の先生方が座右の銘としている言葉です。

これを見ても、熱い思いと日体生に対する期待が伝わってきます。

スポーツを知り尽くしたOBの先生、さまざまな領域で豊富な知見をお持ちの先生が仲間に加わりました。

本学の新たな時代を迎え、学部構成・教育内容の多様化、最先端の教育・研究の推進に、いっそう取り組んでいきます。

教職員・学生が一つになって、スポーツの新しい可能性を広げていきましょう。

プロフィール注　①出身地　②主な担当科目　③主な学歴・職歴　④学位

新たな知・技・心との出会い心  　技心  　技心
スポーツを知り尽くしたOBの先生、さまざまな領域で豊富な知見をお持ちの先生が仲間に加わりました。

平成28年度

新採用教員紹介
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生命力、勢い、突破力。日体生は頼もしい
岡田    隆（おかだ  たかし）／体育学部 体育学科 准教授

研究テーマ：「体幹」＜体幹の競技特性、腰痛、体幹筋力トレーニング＞、「ボディビル」＜筋肥大、

筋の形状変化（ボディメイク）、戦略的栄養摂取、減量（除脂肪）、水分調整＞について研究しています。

学生時代の思い出：柔道部に所属。膝前十字靭帯を断裂して手術を受けたことで怪我に対して興味を持

ち、またリハビリ期間に体を鍛え込むうちに、トレーニングとその適応（体の変化）について興味を持ちま

した。そして怪我やトレーニングの勉強に目覚めました。

日体生へひと言：日体生からは生命力、勢い、突破力を感じます！社会を元気にしてくれる頼もしい存在

です。すごい筋肉を持った学生もたくさんいます。どんどん鍛えて日本のフィジカルの凄さを日体大から世

の中に知らしめましょう！「トレーニングが好き」ならバーベルクラブ（設立中）へぜひ入部を。

こんな人（趣味）：ボディビルダーです。夏は黒くなって頬がこけますが、病気ではなく仕上げているのです。
①東京都 ②テーピング理論（実習含む） ③日本体育大学体育学部武道学科卒業／日本体育大学大学院体育科学研究科
博士前期課程修了／東京大学大学院総合文化研究科博士課程単位取得後退学／了徳寺大学健康科学部整復医療・ト
レーナー学科准教授／ JOC 科学サポート部門員／日本ボディビル・フィットネス連盟選手強化委員 ④修士（体育科学 )（日
本体育大学）

自分の力を信じて未来を切り開け
舘鼻    誠（たてはな  まこと）／教養・教職科 准教授

研究テーマ：フィールド調査が大好きで、瀬戸内海地域を中心に戦国社会の解明に取り組んでいます。

最近は、戦争と若者をテーマに日体卒業生からの聞き取り調査や、京都の旧家に伝わる弓術資料を使用

して堂射に関する研究もはじめています。日本史研究会、戦国史研究会、織豊期研究会などに所属。著

書は、『戦国争乱を生きる－大名・村・そして女たち』(日本放送出版協会)など。

学生時代の思い出：物心ついた時からの鉄道ファン。中１の時からカメラ２台を銀箱に入れ、蒸気機関

車を追い求めて全国各地を一人で放浪。家出少年に間違えられたこともありましたが、このとき経験は、

いまも大切な宝物です。高校時代は講道館にも通い、柔道初段。

日体生へひと言：自分の力を信じて未来を切り開け。失敗を恐れるな。君たちには若さという武器がある。

何度でもやり直せる時間がある。そしていつか夢をかたちにしよう。

こんな人（趣味）：幼い頃からカメラ好き。いつでも、どこでもカメラが相棒。撮影写真は雑誌・ポスター

にも使用されています。 最近は弓道会の監督として、部員たちを激写中。
①東京都 ②歴史学／スポーツ研究（ゼミ） ③立教大学文学部史学科卒業／立教大学院文学研究科博士前期課程修了／
立教大学院文学研究科博士後期課程単位取得後退学／立教大学・専修大学・文京学院大学講師、LEC 大学教授 ④修士

（文学）（立教大学）

笑顔と挨拶で素敵な学生生活を
南部  さおり（なんぶ  さおり）／体育学部 社会体育学科 准教授

研究テーマ：「児童虐待；児童のけがの見分け方、虐待の徴候、原因、子どもの身体的・心理的影響、

予防法など」、「学校スポーツ事故；体罰・いじめ・ハラスメントなどの原因や予防方法、補償の問題など」

について研究しています。

学生時代の思い出：大学時代には、スポーツよりもアルバイトに励んでいました。大学院修士の時代には、

仲間と酒を呑んで熱い議論を交わすという日々だったと記憶しています。大学院博士の時代には、司法解

剖の補助と馴れない医学の勉強で、かなり苦労しました。

日体生へひと言：日体大に来て一番感動しているのは、皆大きな声で挨拶ができることです。挨拶は、

他者との間の垣根を一気に取っ払ってくれる素晴らしいアイテムです。しかも無料（笑）。これからも是非、

笑顔と挨拶で素敵な学生生活を送って下さい。世界にはばたけ、日体大生！ 

こんな人（趣味）：ドライブ、ツーリング（中型バイク）、クルージング（1級船舶免許保持）、船釣り
①高知県 ②スポーツ危機管理学 ③神奈川大学法学部法律学科卒業／明治大学大学院法学研究科修了／横浜市立大学
大学院医学研究科修了／横浜市立大学医学部医学科助手／横浜市立大学医学部医学科助教 ④博士（医学）（横浜市立大
学）

平 成 2 8 年 度 　 新 採 用 教 員 紹 介
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失敗を恐れず、チャレンジを！
東野  裕子（ひがしの  ゆうこ）／児童スポーツ教育学部　児童スポーツ教育学科 准教授

研究テーマ：英語教育が専門です。小学校における有効な活動を「プロジェクト型外国語活動・英語教

育」とし、課題解決型活動の考案やその効果や意欲との関連などについて研究しています。

学生時代の思い出：学業、クラブ、見聞を広めることを３つの柱として忙しい日々を送りました。「自ら学

ぶことの大切さ・おもしろさを知ったこと」「クラブで培った人間関係」「様々な体験をしたこと」がその後、

社会人になったときに大きく役立ちました。

日体生へひと言：大学時代は、とても輝かしい時間だと思います。生涯、付き合うことになる信頼し合え

る友達に出会えたり、自ら学ぶことの楽しさを知ったり、自分の将来について真剣に考え、準備をしたり…。

自分が決めたこと、やってみたいと思うことは失敗を恐れず、チャレンジして充実した時間を過ごしてくだ

さい。

こんな人（趣味）：国内、国外を問わず、いろいろなところに行って、その土地の人に出会い、風土や文

化に触れることを楽しんでいます。

①兵庫県 ②基礎ゼミナールⅠ ③京都女子大学文学部教育学科卒業／兵庫教育大学大学院修士課程学校教育研究科教
科・領域教育専攻修了／兵庫県西宮市公立小学校教諭・主幹教諭／兵庫県 尼崎市公立小学校・教頭 ④修士（教育学）（兵
庫教育大学）

スポーツの素晴らしさを伝えられる人に
日比野  幹生（ひびの  みきお）／体育学部 社会体育学科 准教授

研究テーマ：専門は、スポーツ政策学です。スポーツの現代的政策課題を中心に分析・検討、批判、

政策提言などを理論的かつ実践的に研究することを目指しています。また個別政策としては、競技スポー

ツ政策、アンチ・ドーピング政策などを研究テーマとしています。

学生時代の思い出：学生時代は、日体大で素晴らしい友人に恵まれ楽しい４年間を過ごしました。日体

大での学友は、今でも本音を語り合える一生の友になっています。

日体生へひと言：スポーツ基本法の制定、スポーツ庁の設置、2020年東京オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会の開催と、今、世界のスポーツ界は日本に注目しています。日本のスポーツ界が劇的に変わ

ろうとしているこの時期に思いっきりスポーツを感じて・考えてみてほしいと思います。そして、スポーツ

の素晴らしさを多くの人々に伝えられる人間になってほしいと考えています。

こんな人（趣味）：休日は、愛犬のパピオンと多くの時間を過ごしています。

①神奈川県 ②スポーツ行政 ③日本体育大学体育学部体育学科卒業／早稲田大学大学院スポーツ科学研究科博士前期
課程修了／文部省体育局競技スポーツ課／文部科学省スポーツ・青少年局競技スポーツ課、スポーツ庁競技スポーツ
課 ④修士（スポーツ科学）（早稲田大学）

人の憂いがわかる人に
松平  昭二（まつだいら  しょうじ）／教養・教職科 准教授

研究テーマ：「生涯スポーツを目指した新たな部活動の在り方」をテーマに、生徒が望む自分に合った

運動を選択できる部活動の設立と、そこでの取組を通した自主的な活動が、その後の生徒の体力向上や

運動への関心･意欲に及ぼす影響について分析・検討しています。

学生時代の思い出：友達と安アパートに集まり、皆と将来の夢について語り合うことが楽しみでした。テ

レビゲームや電話もない時代、貧しくても豊かな心は育まれた気がします。

日体生へひと言： 勝手にメールを送っておきながら、都合が悪いのかもしれないという配慮もできない人

間になってしまっていませんか。自然に接し、学業やスポーツを楽しみ、他の立場に立ってものを考えら

れる人としての日々を送る。国際社会の中で尊敬される社会をつくるには、この一見平凡と見える生活を

きちんと送ることが大切なのです。

こんな人（趣味）：趣味は料理。お袋の味の再現に熱中。今後は料理教室に通い、さらに腕を磨く予定です。

①富山県 ②体育科教育法／体育科教育実践法 ③日本体育大学体育学部健康学科卒業／日本体育大学大学院体育学研
究科修士課程修了／世田谷区立希望丘中学校長／シカゴ日本人学校長／世田谷区立東深沢中学校長 ④修士（体育学）

（日本体育大学）

新 た な 知 ・ 技 ・ 心 と の 出 会 い



nittaidai45 ● 18

恵まれた環境で充実した学生生活を
山﨑　博和（やまざき  ひろかず）／体育学部 体育学科 准教授

研究テーマ：トランポリン運動における技術習得過程の解明及び技術習得速度と競技センスとの関連に

ついての研究を進め、練習効率の向上や障害予防に繋げていきたいと考えています。

学生時代の思い出：学生時代は、クラスや寮生活での多種多様なクラブ・サークルに所属する仲間との

出会いの中で有意義な学生生活を送っていました。トランポリン競技部の部員としては、世界選手権に

出場することもでき、国際大会ではメダルを獲得することができました。

日体生へひと言：限られた学生生活の中において、多くの仲間をつくり、たくさんの事を学び、探求心・

好奇心をもっていろいろなことにチャレンジできるのが　“いま”　ではないでしょうか。毎日が充実してい

ると実感できる手ごたえのある日々を送り続けてほしいと思います。そして日体大には、その充実した学

生生活が送れるだけの環境があると思います。

こんな人（趣味）：スキー、ジムでのフィットネス
①東京都 ②専門運動方法（トランポリン）／専攻実技研究 ③日本体育大学体育学部体育学科卒業／株式会社アルペン／
日本体育大学大学院体育学研究科修士課程修了／日本体育大学運動方法トランポリン研究室助手／武蔵野音楽大学専
任講師 ④修士（体育学)（日本体育大学）

5年後、10年後を見据えてほしい
菊池　直樹（きくち  なおき）／体育学部 体育学科 助教

研究テーマ：トレーニングによる身体応答の多様性や遺伝特性とスポーツパフォーマンスに関する研究に

携わっています。

学生時代の思い出：日体大では、空手道部に所属していました。第一学生寮にいたので期間中は朝早く

からエッサッサの練習もしました。入学時は、トレーナーになりたいと考えて日体大を選びましたが、ゼミ

の活動を通して研究に興味を持ち研究の道に進みました。

日体生へひと言：今から社会に出て活躍をしていく5年後、10年後を見据えてほしいと思います。スポー

ツ科学は、新しい学問でどんどん情報がアップデートされていきます。必要な情報を見極めて、新たなこ

とに臆せずチャレンジして欲しいです。日体大の教員として、先輩としてみなさんの活躍の手助けをさせ

ていただきます。

こんな人（趣味）：キャンプや登山、スキー、ゴルフなどのアウトドアスポーツです。
①長野県 ②トレーニング実践演習 ③日本体育大学体育学部体育学科卒業／日本体育大学大学院体育科学研究科博士前
期課程修了／日本体育大学大学院体育科学研究科博士後期課程修了／日本体育大学研究員 ④博士（体育科学)（日本体
育大学）

勉強、部活動、仲間作りを全力で
田中　理恵（たなか  りえ）／児童スポーツ教育学部 児童スポーツ教育学科 助教

研究テーマ：体操、歴史、芸術性、採点方法、美しさ、暴力、教育をキーワードに、器械体操を専門とし、

指導の現場で生かせる研究に取り組んでいます。

学生時代の思い出：日本体育大学では授業と体操競技の練習の日々を送り、オリンピック出場を目指し

ていました。2012年ロンドンオリンピックには日本代表として出場しました。

日体生へひと言：日本体育大学にはオリンピックを間近に経験された先生や、現役オリンピック選手、日

本を代表する選手がいます。ほかに類を見ない環境での大学生活は、勉強することや刺激になることが

たくさんあると思います。勉強に部活動に仲間作りに全力で学生生活を謳歌して下さい。私の座右の銘は

「練習は裏切らない」です。いま皆さんが取り組んでいることはいつか必ず実を結びますので、ひたむき

に努力を続けてほしいと思います。

こんな人（趣味）：愛犬と一緒にいる時間が癒されます。

①和歌山県 ③日本体育大学体育学部体育学科卒業／日本体育大学大学院体育科学研究科体育科学専攻博士前期課程
修了 ④修士（体育科学 )（日本体育大学）

平 成 2 8 年 度 　 新 採 用 教 員 紹 介
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i n o f o r m a t i o n

平成27年度卒業記念と体操競技
アベック優勝を祝し植樹式を挙行いたしました
　平成28年4月4日(月)、横浜・健志台キャンパスにおきまし
て、記念植樹式が挙行されました。これは、平成27年度卒業
生より平和のシンボルとしてオリーブの木が寄贈され、また
同時に第69回全日本体操競技団体選手権大会で男女アベッ
ク優勝も祝し合同で植樹式を開催したものです。植樹式に
は、体操競技部の神本雄也（体育学科４年）、白井健三（体育
学科２年）や笹田夏美（体育学科３年）、村上茉愛（体育学科
２年）が参加し、またリオ五輪レスリング内定の樋口黎（男子
フリー57キロ級）と太田忍（男子グレコローマン59キロ級）も
お祝いに駆けつけました。この前を通る日体生が、卒業生の
熱い思いと体操競技部の偉大な記録を感じることで、良い刺
激を受けてくれることを祈っています。

本学の「地方自治体への
体育・スポーツ振興支援」が
日本ギフト大賞2016地域ハーモニー賞受賞
　平成28年4月28日（木）に日本プレスセンターにて、日本ギ
フト大賞2016表彰式が開催されました。
　本学からは谷釜了正学長が出席し、田中理恵助教が選考
委員を務めました。
　第2回目となる「日本ギフト大賞2016」の選考にあたっては

「ニッポンのギフト」を年間のテーマとし、アクセントをつけ
ることでギフト文化を様々な視点から活性化するために設定
されました。本学は地域のスポーツ活動に卒業生を指導者と
して派遣するなど、スポーツの振興に寄与する活動に対して
地域ハーモニー賞を受賞しました。また、都道府県賞のプレ
ゼンターとして田中理恵助教が各都道府県受賞者へ表彰い
たしました。

スキー部 青野令が理事長、学長報告を
行いました
　平成28年5月24日（火）本学学生の青野令（体育学部4年）
が松浪健四郎理事長、谷釜了正学長に今シーズンFISスノー
ボード・ワールドカップ【ハーフパイプ種目】男子総合優勝の
報告を行いました。
　FIS(国際スキー連盟)より送られたクリスタルグローブ(クリ
スタルトロフィー)は年間3つしか獲得のできないトロフィー
で、今年度は3つ中2つが日本体育大学の青野選手、髙梨選
手 が 獲 得 い た
しました。その
他 にも優 勝メ
ダ ル の お 披 露
目 も あ りまし
た。

JICAボランティア平成28年度第一次隊派遣前
訓練修了式に松浪健四郎理事長ほか
本学関係者が出席致しました
　平成28年6月15日（水）、ＪＩＣＡボランティア平成28年度
第一次隊派遣前訓練修了式が長野県駒ケ根市にある独立行
政法人 国際協力機構 駒ケ根青年海外協力隊訓練所におい
て実施されました。
　平成28年度第一次隊として各国に派遣される約70日間に
渡る訓練を終えた新隊員155名（男性71名、女性84名）、他Ｊ
ＩＣＡ関係者、来賓、新隊員の家族等が参加し盛大に行われ
ました。来賓として招待された本法人松浪健四郎理事長より
新隊員の方々へ「教える事よりも、学ぶ事の方が多い」など、
自身の経験に基づく激励ならびに祝辞が送られました。
　式典終了後、本学出身者である新隊員の矢内翔洋さん（キ
ルギス・体育）、與那原祥さん、遠藤泰雅さん（ソロモン・体
育）、平野圭一朗さん（ジャマイカ・体育）、幾田貴洋さん（モル
ディブ・体育）、土屋圭悟さん（バヌアツ・サッカー）、森心さん

（スリランカ・ラグビー）を囲み、松浪健四郎理事長他本学関
係者より激励、記念撮影がなされました。

125周年記念国際フォーラムを開催しました
　平成28年6月20日（月）東京・世田谷キャンパス　記念講堂
で本学初となる国際フォーラムが開催されました。
　本学と交流協定を結んでいる15大学のうち、8大学の学長
等にご参加いただき、各大学のプレゼンテーションが行われ
ました。フォーラム終了後はNレストランにて懇親会が行わ
れ、設置校の留学生や学生、協定校の先生方と食事をしなが
ら交流を図っている姿が見受けられました。参加した学生は
各大学の生の声を聞き、海外や交換留学に興味を持った学
生も多いのではないでしょうか。
　参加校：（協定校）モンゴル国立体育大学、国立パラツキー
大学、上海体育学院、リンネ大学、ウズベキスタン体育大
学、国立体育大学（台湾）、リトアニア体育大学、スタフォード
シャー大学　全8大学
　（併設校）日本体育大学荏原高等学校、日本体育大学柏高
等学校

JICA短期ボランティア合同帰国報告会を
開催しました
　平成28年5月13日(金)17:30～東京・世田谷キャンパス記念
講堂にてJICA短期ボランティア合同帰国報告会を開催しまし
た。谷釜了正学長はじめ、独立行政法人国際協力機構（以下
JICA）から12名の職員の方々、また本学と同じく野球分野で
JICAと大学連携を行っている5大学（兵庫県立大学、桜美林大
学、北九州市立大学、福岡大学、近畿大学）の関係者の方々に
もご参列いただきました。約500名の学生、教職員が見守る
なか、各国での活動報告や現地で感じた様々な感情、想いを
発表しました。参加した学生たちは仲間の貴重な体験談を聞
き、世界に目を向けるきっかけとなりました。
　本学では今後も短期ボランティアの参加者を定期的に募
集します。また、長期ボランティア希望の学生に対してもサ
ポートをしますので、興味の
ある方は是非国際交流セン
ターへ足を運んでみてくださ
い！

野球部 首都大学野球春季リーグ戦  優勝
　5月23日（日）サーティーフォー相模原球場におきまして、

「日体大ＶＳ筑波大」による優勝決定戦が行われました。
　今季の春季リーグ戦は大混戦となり、首都大学野球連盟で
は2003年以来となる優勝決定戦となりましたが、日体大が4
対3で見事に勝利し、6季ぶり22回目の優勝を決めました。こ
れで、日体大は6月5日から行われる全日本大学野球選手権
に出場いたします。球場には多くの在学生やＯＢが応援に駆
け付けており、優勝した時の恒例となっているエッサッサも
見事に披露されていました。

平成28年度入学式を挙行いたしました
　平成28年4月3日（日）、 東京・世田谷キャンパスにて、平成
28年度入学式を挙行いたしました。
　体育学部 1,361名（体育学科 818名、健康学科 197名、武道
学科 147名、社会体育学科 196名、編入学 3名）、児童スポー
ツ教育学部 204名(児童スポーツ教育学科 児童スポーツ教
育コース154名、幼児教育保育コース50名)、保健医療学部
183名(整復医療学科99名、救急医療学科84名)、大学院体育
科学研究科46名（博士後期課程11名、博士前期課程42名）が
本学への入学の許可を受けました。

柔道  阿部一二三が全日本選抜柔道
体重別選手権優勝
　平成28年4月3日(日)、福岡県・福岡国際センターにて開催
されました全日本選抜柔道体重別選手権大会において、新
入生の柔道部・阿部一二三(武道学科1年)が男子66kg級で優
勝いたしました。リオデジャネイロ五輪の最終選考会も兼ね
ていて惜しくも代表には選出されませんでしたが、初優勝と
なりました。成28年
4月4日(月)、柔道部 
田辺勝部長と共に、
松浪健四郎理事長、
谷釜了正学長に結
果報告を行ないま
した。

モンゴル文化教育大学との
交流協定を締結しました
　モンゴル文化教育大学と日本体育大学において学術・ス
ポーツ交流を行うことを目的とした「学術・スポーツ交流調印
式」が4月6日、東京・世田谷キャンパスにて行われました。日
本体育大学からは松浪健四郎理事長、今村裕常務理事、谷釜
了正学長をはじめとした関係者13名、モンゴル文化教育大
学からはトムルオチル学長、牧原創一理事長、富川力道名誉
教授にご出席いただきました。この協定はスポーツ科学、体
育にかかる双方の専門的知識・技術の共有、教育的な研究、
授業、用務を通じた専門性の高揚および協同の促進、友好拡
大および国際理解を到達目標とする学生・教員の異文化交
流の支援を目的としています。
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